
組  成 半夏 5～8，生姜 1.5～3（ヒネショウガ5～8），茯苓 3～8

効  能 和胃降逆，化痰滌飲

主  治 胃気上逆，痰飲嘔吐

処処処処方方方方紹紹紹介介介・臨臨臨床床床ののの処方紹介・臨床の 新宿海上ビル診療所 室賀 一宏　　日本TCM研究所 安井 廣迪

小半夏加茯苓湯
金匱要略

ポイ
ント

14

小半夏加茯苓湯は『金匱要略』痰飲病門が出典で、ここには

三条の条文が記載され、いずれも心下に水飲が停滞して発症

する病態を述べている。条文はいずれも「嘔吐」に用いるように

指示があり、現在でも妊娠嘔吐（悪阻）によく用いられている。

本方に青皮を加えたものを虎翼飲と称し、また妊娠嘔吐の激し

いときは伏竜肝（黄土）を加えて用いると良いとされている。な

お、医療用漢方製剤はメーカーにより生薬の量が若干異なる。

小半夏湯（生姜・半夏）に茯苓を加えた処方で、心下の水飲

を改善する処方である。半夏は、降逆止嘔と燥湿化痰の作用

があり、生姜にも化痰降逆、止嘔作用がある。どちらも辛温

で、胃に停滞している寒飲を除き、嘔気、嘔吐を沈め、心下

部の痞えを治療する。茯苓は上逆する水気を下げると同時に

脾胃を補益し、痰湿の生成を防ぐ。また心に帰経するので、

水気による動悸を抑えることもできる。3種類とも同様の作

用があり、協同して脾胃を補い、水を逐い上衝による嘔吐を

抑えると考えられる。

悪心、嘔吐を主訴とする際に使用される。体格、体質など

にこだわらず、広く使用できる。大塚は「急に吐いて、みぞお

ちがつかえ、胸に水がたまっていて、めまいと動悸があるもの

に使う」と述べている1）が、松田は「めまいと動悸がなくても急

に吐き気が強くて吐く時に使う」としている2）。山田は「嘔吐は

胃内停水によるものであり、腹診すると心下部に振水音を認

められる。しかし、心下部振水音がはっきりしないことも少な

くない。また、尿利減少、目眩、動悸などを伴うことも多く、

口渇もある。」と述べ3）、矢数は「甚だしく衰弱せぬものによい。

貧血や厥冷等の症候のないものに用いる。」としている4）。

阪本は肺結核の患者が、急性胃腸炎で嘔吐と食欲不振がみ

られ、振水音もあったので本方を投与したところ、喀血した

と報告している。半夏と生姜が温性のため、喀血を誘発した

可能性を考察している5）。

1．悪心・嘔吐
悪阻の治療薬として有名であるが、悪阻に限らず急性胃腸

炎や悪性腫瘍の悪心・嘔吐にも使用される。浅田宗伯は『勿誤

薬室方函口訣』の中で、「嘔家の聖薬である。水毒による嘔吐

に極めて良い。」と述べている6）。エキスを溶解して八百屋で

売っているヒネショウガの絞り汁を加え冷服するとより効果

的であると言われており、その根拠は和田東郭の『蕉窓雑話』

にある7）。江戸時代より、薬を内服すると吐き気がする者に、

先に本方を内服させてから治療薬を投与する方法が行われて

いた8）。本方の適応となる嘔吐は、五苓散の水逆とは異なり、

口渇は軽いが何度も少量ずつ吐き、吐いた後も悪心が残るの

が特徴である9）。

細川は、比較的軽症の幽門痙攣型の嘔吐がみられる生後

1〜3ヵ月の乳児8例で、成人の1/5〜1/6量の小半夏加茯苓湯

を投与した。その結果、5例で有効、1例がやや有効、2例が

無効であったと報告している10）。同様な使用方法は、有持桂

里が『校正方輿輗』に「乳幼児の吐乳で、よだれや痰が多くて出

す者に良い」と記載している11）。

抗がん剤や放射線療法の副作用に対しても用いられること

がある。半夏瀉心湯が有名であるが、本方の使用例も報告さ

れており、いくつかの症例報告がみられる12, 13）。

水上は、精神的ストレスを有する心因性嘔吐の6例に対し

本方を投与したところ、全例1〜2週間で症状が軽快し、半年

程度で廃薬に至ったと述べている14）。

2．急性胃腸炎
本間棗軒は、食中毒の嘔吐が五苓散で収まらないときは小

半夏加茯苓湯を用いると『内科秘録』に書いている15）。蓮村ら

は、ノロウィルスを否定できない老人ホームの入居者と職員

の急性胃腸炎の集団感染に対し、小半夏加茯苓湯と経口補水

塩を併用して対処した報告をしている。それによると症状の

出現直後に本方を冷服し、経口補水塩を用いることにより、

使用上の注意
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21名の初期発症者以外に感染者が増加せず、治療で点滴を要

した者もなく、1週間で収束できたと述べている16）。また、

黄 湯と本方を用いて入院患者と職員16例において投薬あり

群と無し群を比較し、嘔吐・下痢時間が治療群で有意に短縮

したとの報告もある17）。

大宜見は、外来受診をした悪心4例、腹痛1例に対し小半夏

加茯苓湯を投与したところ、悪心の3例で30分以内に効果が

みられたと述べている18）。

3．悪　阻
悪阻に対する本方の使用頻度は高い。持丸は、患者の心理

的背景と小半夏加茯苓湯の効果を検討した結果、心理的要因

が強い例では効果がみられなかったと報告している19）。石

野は入院を要した悪阻の患者10例に対し点滴を行うと同時

に2〜4日の絶飲食を行い、その後小半夏加茯苓湯を内服さ

せた。その結果、全例速やかに症状が軽快、消失し妊娠を継

続できたと述べている20）。この他、松橋や唐澤らの報告もあ

るが、いずれも70〜80%と高い有効性がみられている21, 22）。

水内らは薬剤を希望した20例に対し、エキス剤を少量の湯で

溶解し、氷片を加えて悪心・嘔吐時に冷服とした。その結果、

有効6例、やや有効7例、無効7例であり、65%に効果がみら

れた。嘔吐回数が3〜4回/日の群では80%（4/5例）と高い有

効性を示し、24歳以下の群では無効例が多かったと報告して

いる23）。この他、内服ができない状態では坐薬24）や注腸25）に

よる投与方法も検討され、有効であったとの報告がある。

4．耳鼻科・気管支疾患
蓄膿症に対する小半夏加茯苓湯の使用経験は極めて少な

い。しかし、大塚は伝聞で著効した例があると述べており26）、

一部のメーカーでは保険適応にもなっている。近年、田原ら

は後鼻漏に対して本方を用いた報告をしている。それによる

と、後鼻漏を主訴とし嘔気を認めない15例の患者に対し本方

を投与したところ、10例で効果がみられた。水様鼻汁であっ

た8例は全例有効で、粘性鼻汁では2例のみ有効、5例が無効

であった。また、有効例では振水音を認める者が多く、2例

で認めなかった。無効例では4例で振水音がなく1例のみ有し

ていた。結果として、粘稠鼻汁で振水音を認めない者に有効

例はなかったと述べている。また、考察の中で、鼻粘膜が発

生学的には消化管と同じ内胚葉由来であることが関連してい

ると述べており興味深い27）。さらに梁は、乳児の蓄痰音を伴

う気管支炎や喘息がある3〜12ヵ月の乳児4例に、本方と麻黄

剤を併用したところ、数日から2週間で症状が軽快、もしく

は消失したと述べている28）。

5．その他
大塚敬節の治験に、肋膜炎で胸水貯留し利尿剤の醋酸カリ

ウムで嘔気が酷くなり飲食ができず、起座呼吸になっていた

患者に、止嘔を目的に本方を投与したところ、胸水もよくなっ

た症例がある9）。また、嘔気を有する舌痛症に用いた報告も

ある29）。高橋は、吃逆に本方を用いた8例に対する検討を報

告している。ヒネショウガ10〜12g、半夏8〜10g、茯苓

12〜15gで煎薬を作成し内服したが、6例が1回の内服で有効

であった30）。

この他、乗り物酔いにも用いることがあるが、松田は平素

から胃腸の弱い者に本方を用いるとし、酔うと頭重、頭痛が

する者は五苓散であるとその違いを述べている31）。
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